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《
病
害
虫
防
除
》

　

二
番
茶
萌
芽
か
ら
一
葉
期
ま
で
に
、
吸
汁
性
害
虫

の
チ
ャ
ノ
ミ
ド
リ
ヒ
メ
ヨ
コ
バ
イ
や
チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ

ア
ザ
ミ
ウ
マ
、
チ
ャ
ノ
ホ
ソ
ガ
や
炭
そ
病
、
も
ち
病

の
防
除
を
行
い
ま
す
。
今
年
は
、
カ
ン
ザ
ワ
ハ
ダ
ニ

の
密
度
が
高
い
傾
向
に
あ
る
の
で
、
二
番
茶
芽
へ
の

発
生
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
南
部
地
区
に
つ
い
て
は
、
６
月
上
旬
頃
か

ら
ナ
ガ
チ
ャ
コ
ガ
ネ
の
防
除
時
期
に
な
り
ま
す
。
使

用
の
際
は
、
各
地
区
の
防
除
規
制
に
し
た
が
っ
て
防

除
し
て
く
だ
さ
い
。

ナ
ガ
チ
ャ
コ
ガ
ネ　

フ
ォ
ー
ス
粒
剤　

３
㎏
／
10
ａ

（
成
虫
飛
来
初
期
か
ら
ふ
化
幼
虫
期　

摘
採
７
日
前

ま
で
）

６
月
は
農
薬
危
害
防
止
月
間
で
す
。
農
薬
の
使
用
や

保
管
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

《
二
番
茶
摘
採
後
の
ナ
ラ
シ
》

　

三
番
茶
を
摘
採
し
な
い
地
域
で
は
、
二
番
茶
後
の

ナ
ラ
シ
を
や
め
る
茶
園
が
あ
り
ま
す
。
三
番
茶
芽
を

均
一
に
生
育
さ
せ
る
た
め
に
も
、
二
番
茶
摘
採
後
7

～
10
日
く
ら
い
の
遅
れ
芽
が
出
揃
っ
た
時
期
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

《
二
番
茶
後
の
更
新
》

　

二
番
茶
後
の
更
新
は
、
早
場
所
で
は
可
能
な
地
域

も
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
行
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
そ
の
後
の
気
象
が
干
ば
つ
で
推
移
し
た
場
合
に

回
復
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。凍
霜
害
を
受
け
、

生
育
に
バ
ラ
ツ
キ
が
見
ら
れ
る
茶
園
に
つ
い
て
は
、

樹
勢
の
良
否
を
見
て
、
浅
め
の
更
新
で
芽
の
均
一
化

を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

《
摘
採
》

　

一
番
茶
摘
採
後
、
45
～
50
日
で
二
番
茶
の
摘
採
が

始
ま
り
ま
す
。
６
月
上
中
旬
頃
か
ら
梅
雨
入
り
時
期

と
予
想
さ
れ
る
の
で
、
週
間
天
気
を
確
認
し
て
工
場

等
の
生
産
計
画
に
沿
っ
た
適
期
摘
採
を
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
高
温
・
多
湿
で
葉
傷
み
が
起
こ
り
や
す

い
た
め
、
生
葉
の
鮮
度
維
持
に
努
め
、
良
質
な
荒
茶

の
製
造
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

《
施
肥
》

　

濃
度
障
害
に
よ
る
根
の
傷
み
を
回
避
す
る
た
め
、

速
効
性
肥
料
の
１
回
の
施
肥
量
を
ち
っ
素
成
分
で
10

㎏
／
10
ａ
以
内
に
し
ま
す
。
二
番
茶
芽
の
品
質
を
落

と
さ
な
い
よ
う
、
早
め
の
施
肥
を
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
。
夏
肥
以
降
の
施
肥
は
、
翌
年
の
母
葉
と
な
る
三

番
茶
の
生
育
に
影
響
す
る
の
で
、
計
画
的
に
進
め
ま

し
ょ
う
。
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